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【１２】 
アカデミック・リンク・センター教員、附属図書館職員 業績一覧（2015 年〜2021 年 3 月） 
※二重下線は教員、一重下線は職員、波状下線は Research Assistant を示す。いずれも所属期間のみ。 

 
A. 学術論文、図書 等 
A-1. ⼾村, 恵之, 川本, 一彦, 岡本, 一志. (2015). クリギングを用いた人物移動予測. 情報処理学会研究

報告. CVIM, [コンピュータビジョンとイメージメディア], 2015-CVIM-197(18), 1-6. 
A-2. 三角, 太郎. (2015). 大学学習資源コンソーシアム 学習・教育のための利用環境整備. 情報管理, 

57(10), 725-733 
A-3. 三角, 太郎. (2015). 第 100 回を迎えた図書館大会. 大学の図書館, 34(1), 2-3. 
A-4. 山中, 弘美, 織田, 雄一, 杉田, 茂樹. (2015). 第 1 回「新しい学びと進化する図書館」探訪 千葉大

学 アカデミック・リンク・センター. 大学マネジメント = University & college management, 
11(7), 42-53. 

A-5. 姉川, 雄大. (2015). 戦間期ハンガリーの「生産的社会政策」における国家と社会. 千葉大学大学院
人文社会科学研究科研究プロジェクト報告書 = Chiba University Graduate School of 
Humanities and Social Sciences Research Project Reports(286), 7-16. 

A-6. 杉田, 茂樹. (2015). オープン・アクセス思潮の近年の展開. 知能と情報, 27(3), 84-89 
A-7. 杉田, 茂樹. (2015). 講演要旨 平成 26 年度第 1 回東海地区大学図書館協議会研修会 学術コミュニ

ケーションの動向. 東海地区大学図書館協議会誌(60), 2-8. 
A-8. 瀬川, 雄太, 川本, 一彦, 岡本, 一志. (2015). 文書領域検出のための人工生成サンプルを用いた教

師あり学習. 情報処理学会研究報告. CVIM, [コンピュータビジョンとイメージメディア], 2015-
CVIM-197(13), 1-6. 

A-9. 浅沼, 仁, 岡本, 一志, 川本, 一彦. (2015). 特徴学習による全方位画像からの人検出. 知能と情報, 
27(5), 813-825 

A-10. 浅沼, 仁, 川本, 一彦, 岡本, 一志. (2015). Deep Convolutional Neural Network による全方位画像
からの人検出 (パターン認識・メディア理解). 電子情報通信学会技術研究報告 = IEICE technical 
report : 信学技報, 114(409), 331-334. 

A-11. 浅沼, 仁, 川本, 一彦, 岡本, 一志. (2015). Deep Convolutional Neural Network による全方位画像
からの人検出. 情報処理学会研究報告. CVIM, [コンピュータビジョンとイメージメディア], 2015-
CVIM-195(59), 1-4. 

A-12. 竹内, 比呂也. (2015). 大学図書館から見た学術雑誌の現在 (特集 学術誌・科学雑誌の 350 年). 科
学史研究. [第Ⅲ期] = Journal of history of science, Japan. 日本科学史学会 編(275), 256-263. 

A-13. 嶋田, 晋, 谷, 奈穂. (2015). 東京支部例会報告 アメリカの大学図書館に見る利用者行動調査と利用
者サービスについて : イェール大学とマサチューセッツ大学の事例から. 大学の図書館, 34(5), 77-
79. 

A-14. 白川, 優治. (2015). 秦 由美子 著 『イギリスの大学 対位線の転位による質的転換』. 教育学研
究, 82(1), 125-127 

A-15. 白川, 優治. (2015). 大学独自奨学金の現状分析−日本学生支援機構「平成 22 年度 奨学金事業に
関する実態調査」の再分析を通じて−. 東京大学 大学総合教育研究センター編, 教育費負担と学生
に対する経済的支援のあり方に関する実証的研究 (pp. 243-248). 

A-16. 白川, 優治. (2015). 地域別にみた私立大学の入学定員充足状況の推移とその背景 . 私学高等教育
データブック 2015 (pp. 1-22): 日本私立大学協会附置私学高等教育研究所. 
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A-17. 白川, 優治. (2015). 地域別にみた私立大学の入学定員充足状況の推移とその背景 私学高等教育デ
ータブック 2015 (pp. 1-22): 日本私立大学協会附置私学高等教育研究所..  

A-18. 白川, 優治. (2015). 地方自治体の教育費支援制度の現代的意義の検討−人⼝減少・地方分権・弱者
エンパワメントの視点から− . <若年層市⺠>の教育エンパワメントの実践構造と促進方策に関す
る臨床的研究 研究成果報告書（2012-2014 年度 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(B) 
課題番号 24330225） (pp. 43-50). 

A-19. 武内, 八重子. (2015). 分科会 B「究極のディスプレイ術を学ぶ」参加報告 (JMLA 活動報告 第 86
回 NPO 法人日本医学図書館協会総会分科会). 医学図書館 = Journal of the Japan Medical 
Libraries Association, 62(4), 257-260. 

A-20. 芳賀, 高洋, 鈴木, 二正, 小野, 永貴, 大谷, 卓史. (2015). 教育用デジタル著作物をめぐるステーク
ホルダー(利害関係者)の布置状況分析 : デジタル著作物の教育利用に関する著作権調整コンソーシ
アム設立を目指して. 電子情報通信学会技術研究報告 = IEICE technical report : 信学技報, 
114(494), 267-272. 

A-21. 芳賀, 高洋, 鈴木, 二正, 小野, 永貴. (2015). 初中等教育におけるデジタル著作物の利用許諾契約
に関する課題 : 指導者用デジタル教科書を例に. 電子情報通信学会技術研究報告 = IEICE 
technical report : 信学技報, 115(57), 17-22. 

A-22. 立石, 亜紀子, 餌取, 直子, 庄司, 三千子. (2015). PDA で変わる選書の未来 : 千葉大学・お茶の水
女子大学・横浜国立大学三大学連携プロジェクトの取組み(<特集>コレクション構築の現在). 情報
の科学と技術, 65(9), 379-385 

A-23. 林, 和弘, 餌取, 直子, 武内, 八重子, 中原, 由美子, 伊勢, 幸恵, 新岡, 美咲, 直江, 千寿子. (2015). 
C22 日本の機関リポジトリから発信される学術情報の分析 : 「三大学図書館連携機関リポジトリ
研修」の成果より(セッション C2 情報の連携・比較,一般発表概要,<特集>第 11 回情報プロフェッ
ショナルシンポジウム). 情報の科学と技術, 65(3), 107 

A-24. 小野, 永貴. (2015/3/5). 千葉大学アカデミック・リンク・シンポジウム＜報告＞. カレントアウェ
アネス-E, 277 

A-25. 岡田, 聡志, 白川, 優治, 米田, 奈穂, 谷, 奈穂, 御手洗, 明佳, 多田, 伸生, 奥田, 聡子, 竹内, 比呂
也. (2016). 教育・学修支援に求められる大学職員の資質・能力と専門性に関する探索的研究. 大学
教育学会誌 = Journal of Japan Association for College and University Education, 38(2), 47-56. 

A-26. 古閑, 勇祐, 川本, 一彦, 岡本, 一志. (2016). 人物移動軌跡データを用いた確率的セルオートマト
ンの構築とその人物追跡への応用 (マルチメディア・仮想環境基礎). 電子情報通信学会技術研究報
告 = IEICE technical report : 信学技報, 115(415), 233-238. 

A-27. 古谷, 佳大, 堀内, 靖雄, 川本, 一彦, 下元, 正義, 眞崎, 浩一, ⿊岩, 眞吾, 鈴木, 広一. (2016). 手
話認識における位置・動き特徴量の検討. 電子情報通信学会論文誌 D(Web), J99-D(1), 90-92. 

A-28. ⼾村, 恵之, 川本, 一彦, 岡本, 一志. (2016). クリギングを用いた人物相互作用モデリングとその
人物移動予測への応用 (マルチメディア・仮想環境基礎). 電子情報通信学会技術研究報告 = 
IEICE technical report : 信学技報, 115(415), 239-243. 

A-29. 三角, 太郎, 大園, 隼彦, 南山, 泰之. (2016). オープンアクセスからオープンサイエンスへ : 国内
での取り組みと海外の状況 (特集 学術ソリューションセミナー). 薬学図書館 = Pharmaceutical 
library bulletin, 61(1), 29-34. 

A-30. 三角, 太郎. (2016). この本！ おすすめします 古生物学って何？. 情報管理, 59(6), 421-424 
A-31. 山本, 和雄, 杉田, 茂樹, 大山, 努, 森, いづみ. (2016). 大学図書館における電子書籍 PDA 実験報

告 : 千葉大学・お茶の水女子大学・横浜国立大学の三大学連携による取組み. カレントアウェアネ
ス(328), 7-9. 
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A-32. 小野, 永貴, 常川, 真央. (2016). つながれインフォプロ 第 29 回 Project Lie と「図書館情報学
チャンネル」の 5 年間. 情報管理, 59(5), 336-339 

A-33. 庄司, 三千子, 伊勢, 幸恵, 池尻, 亮子, 丸茂, 里江. (2016). 千葉大学附属図書館/アカデミック・リ
ンク・センターにおける学習空間のゾーニング (特集 ゾーニング). 医学図書館 = Journal of the 
Japan Medical Libraries Association, 63(3), 239-243. 

A-34. 杉谷, 祐美子, 小島, 佐恵子, 白川, 優治. (2016). 大学の地域貢献 : COC、COC+事業に着目して. 
⻘山学院大学教育人間科学部紀要(7), 41-61 

A-35. 杉田, 茂樹. (2016). 学術情報流通の逆転. 大学図書館研究, 103, 1-8 
A-36. 川本, 一彦, 古閑, 勇祐, 岡本, 一志. (2016). 複数人物追跡のための確率的セルオートマトンの学

習. 知能と情報, 28(6), 932-941 
A-37. 谷, 奈穂, 竹内, 茉莉子, 池尻, 亮子, 丸茂, 里江, 庄司, 三千子, 國本, 千裕, 白川, 優治. (2016). 

図書館における学生の行動とその行動に関係する環境の要素 −フォーカス・グループ・インタビ
ューによる探索的調査−. 大学図書館研究, 104, 55-66 

A-38. 谷, 奈穂, 嶋田, 晋. (2016). 北米の大学図書館におけるニーズ調査とシーズ提供の方策の調査. 大
学図書館研究, 103, 62-73 

A-39. 竹内, 比呂也, 村上, 孝弘. (2016). インタビュー 教育・学修支援専門職の養成と教職協働の実質
化. 大学職員ジャーナル(20), 2-10. 

A-40. 竹内, 比呂也, 白川, 優治, 山崎, 千鶴, 井上, 真琴. (2016). ラウンドテーブル これからの大学に
おける教育・学修支援の専門性. 大学教育学会誌 = Journal of Japan Association for College and 
University Education, 38(2), 99-103. 

A-41. 竹内, 比呂也, 林, 義勝, 河内, 鏡太郎, ⻘木, 辰司, 赤木, 完爾. (2016). 座談会 大学図書館はこれ
からどうなるのか? . 大学時報, 65(367), 16-31. 

A-42. 竹内, 比呂也. (2016). 大学図書館における教材作成支援 : 電子情報環境下での教育・学修支援と
して (特集 大学図書館 今後の展望). 図書館雑誌 = The Library journal, 110(12), 755-757. 

A-43. 中石, 涼介, 川本, 一彦. (2016). Plan-Action モデルに基づく人物追跡. 日本知能情報ファジィ学会 
ファジィ システム シンポジウム 講演論文集, 32(0), 637-640 

A-44. 白川, 優治, 立石, 慎治. (2016). 連携・連合を通じた大学の新たな形態を考える：国立大学の実際. 
広島大学高等教育研究開発センター編, 大学の統合・連携とガバナンス〜地域分散，適正規模，機
能分化の在り方を巡って〜−第 43 回（2015 年度）研究員集会の記録− (pp. 53-70). 

A-45. 白川, 優治. (2016). コラム：子どもの貧困. 髙野良子・武内清編, 教育の基礎と展開：豊かな保
育・教育のつながりをめざして (pp. 70): 学文社. 

A-46. 白川, 優治. (2016). 教育・保育に関する法制度と教育行政. 髙野良子・武内清編, 教育の基礎と展
開：豊かな保育・教育のつながりをめざして (pp. 53-69): 学文社. 

A-47. 白川, 優治. (2016). 公的な奨学金・教育ローンの現況と課題 : 97 年の財投改革により無利子中心
から有利子貸与の拡大へ (特集 日本の教育ローン市場). 金融財政事情, 67(16), 18-23. 

A-48. 國本, 千裕, 谷, 奈穂, 竹内, 茉莉子, 池尻, 亮子, 丸茂, 里江, 庄司, 三千子. (2016). 大学生は図書
館の外で何を「学習」しているか? : フォトボイス調査の結果より. 日本図書館情報学会研究大会
発表論文集, 64, 81-84. 

A-49. 濱中, 義隆, 佐藤, 香, 白川, 優治, 島, 一則. (2016). 高等教育研究と政策:――奨学金研究を題材と
して――. 教育社会学研究, 99(0), 71-93 

A-50. 古閑, 勇介, 川本, 一彦, 岡本, 一志. (2016/3). 深層学習に基づく人検出と移動軌跡データに基づく
人物移動の追跡と予測. パーティクルフィルタ研究会 研究集会 / 統計数理研究所共同研究リポー
ト(367: 逐次モンテカルロ法の多分野への水平展開と総合による知見の集約), 11-18. 
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A-51. 姉川, 雄大. (2016/6). ハンガリー 「テロルの館」とホロコースト記念センター : 全体主義犯罪と
ホロコースト. ロシア・ユーラシアの経済と社会(1005), 21-25. 

A-52. 高橋, 菜奈子. (2016/8). 講演会「アクティブ・ラーニングの舞台としての図書館」を聞いて. 
Network 通信（千葉市図書館情報ネットワーク協議会）(49), 2-3 

A-53. 姉川, 雄大. (2016/10). 「支援に値する」家族の選別における道徳と返済能力−ハンガリーの「生
産的社会政策」（1940-1944）と地域社会. 三時眞貴子・岩下誠・江⼝布由子・河合隆平・北村陽子
編, 教育支援と排除の比較社会史−「生存」をめぐる家族・福祉・労働 (pp. 77-102): 昭和堂. 

A-54. 三角, 太郎. (2016/10/6). CHOR，JST の OA 拡大にむけた試行プロジェクト（千葉大）. カレント
アウェアネス-E, 312 

A-55. 岡本, 一志, 丸茂, 里江, 佐野, 悠. (2017). 書架設置型 RFID システムを用いた資料の図書館内利
用調査. 情報知識学会誌, 27(3), 227-244【情報知識学会第 16 回論文賞】 

A-56. 開地, 亮太, 檜垣, 泰彦. (2017). 観光地推薦システムへの単語分散表現の適用. 電子情報通信学会
技術研究報告 = IEICE technical report : 信学技報, 116(488), 129-134. 

A-57. 御手洗, 明佳, 花井, 渉, 中⻄, 啓喜, 飯田, 直弘, 柳田, 雅明. (2017). アカデミックな教育と職
業・キャリア教育の有機的な融合を目指す中等教育カリキュラム:―国際バカロレア・キャリア関連
教育プログラム（IBCP）の事例から―. 日本教育学会大會研究発表要項, 75, 292-293 

A-58. 御手洗, 明佳, 柳田, 雅明, 飯田, 直弘, 中⻄, 啓喜, 花井, 渉. (2017). 国際バカロレア・キャリア
関連プログラム(IBCP)のカリキュラム分析 : 国際バカロレア・ディプロマ・プログラム(IBDP)と
の比較検討から. 国際バカロレア教育研究([1]), 57-65. 

A-59. 高橋, 菜奈子. (2017). オープンアクセスリポジトリ推進協会(JPCOAR)の成立とその活動 : 機関
リポジトリの役割の変化をうけて (特集 情報流通の今後を考える). 専門図書館 = Bulletin of the 
Japan Special Libraries Association(286), 16-22. 

A-60. 高橋, 直樹, 檜垣, 泰彦. (2017). Twitter における感情分析を用いた炎上の検出と分析. 電子情報通
信学会技術研究報告 = IEICE technical report : 信学技報, 116(488), 135-140. 

A-61. 姉川, 雄大. (2017). ナショナリズム研究における普遍性と個別性 (2016 小シンポジウム). 東欧史
研究 = The Journal of East European studies(39), 119-123. 

A-62. 姉川, 雄大. (2017). 戦間期ハンガリーにおける国⺠化政策の反自由主義化 : 学校外体育義務制度
(レヴェンテ制)の失敗と転換. 歴史学研究(953), 1-18. 

A-63. 小野, 永貴. (2017). アクティブ・ラーニングを促進する学習環境づくりと授業支援の実践 : 千葉
大学アカデミック・リンクでの事例を中心に (第 19 回・第 20 回総合学術文化学会学術研究会の報
告) -- (第 20 回学術研究会研究発表概要). 亜細亜大学学術文化紀要(31), 64-68. 

A-64. 小野, 永貴. (2017). 音楽高等学校に適応した情報科教育のカリキュラム開発. 東京藝術大学音楽学
部附属音楽高等学校 研究紀要(12), 33-41. 

A-65. 常川, 真央, 小野, 永貴. (2017). 記憶するラーニング・コモンズ:「電子図書館」と「場所としての
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